
平成 24年度 事業評価表の見方 

○  事業評価表は、左ページでは、当該事業の目的、概要、目標（値）、予算・決算額、実施スケ

ジュールなどを掲載しています。また、右ページでは、事業の中間評価と事後評価を掲載してい

ます。 

○  事業の目標（値）である、｢活動指標｣は、行政の事業・活動の内容量の数値等を記載していま

す（例．SOHO 支援セミナーを○○回開催。バリアフリー道路を△△キロ整備）。同様に、｢まち

づくり指標｣は基本計画と同じ考え方で、｢成果指標｣として事業実施によって目指す結果・成果

等の指標です（講演会の参加者が○○人で、アンケートによる満足度は△△％。市民一人当たり

の図書貸出し冊数等）。そして、まちづくり指標のうち、主に行政を推進主体とするものは「①

行政指標」、多様な推進主体の協働によって実現を目指すものは「②協働指標」としています。 

○  年度別明細において、｢平成 22 年度｣、｢平成 23 年度｣及び｢平成 24 年度達成｣の欄は、それ

ぞれの年度の実績値を、｢平成 24 年度目標｣は、評価表の当初計画を策定した６月時点の目標を

記載しています。 

○  事業の中間評価では、中間評価を行う 9 月時点での当該事業の課題と改善方向を記載していま

す。また、この時、各事業のコストや成果の向上の程度を点検し、平成 25 年度の方向性を｢主

管課中間評価｣として記載します。ただし、平成 24 年度で終了する事業や平成 24 年度と 25 年

度の予算や成果を一概に比較できない場合（例えば、平成 24 年度は設計で、25 年度は工事に

着手する事業）などは空欄になっています。また、平成 24 年度で終了する事業は、中間評価を

行っていません。 

○  平成 24 年度の事後評価の全体的な傾向等につきましては、白書本編 第Ⅱ章｢３．平成 24 年

度事業評価 評価結果概要｣をご参照ください。 

部課名

係名

あり なし ○ 体系 歳出科目 款 項 目

一般会計 事項

補助区分 国 都 市単独

目
的

概
要

終期 時間

今年度のまちづくり指標（成果の指標）の説明

　第４次基本計画及び各個別計画の推進にあたって、事業評価等の実施、プロジェクト・チームの運営支援を行う。また、第
４次基本計画について、広く市民に周知するため、広報特集号の発行や計画冊子の電子データ化を図り、ホームページ等で
公表する。

他団体の先進的な取り組み事例・成果・参考実績値　（コスト比較を含む）

当該事務に従事する実職員数 3 人または
今年度の改善・改革ポイント（前年度の評価結果等を踏まえて。継続事業の場合記入）

　平成24年度が第４次基本計画及び同時策定・改定を行った個別計画の実質的な「実行元年」となることを踏まえ、計画の
積極的かつ着実な推進を図る。計画の推進にあたっては、広く市民へ周知を図り、民学産公による協働のまちづくりを推進
する。

今年度の活動指標（事業・活動の内容・量の指標）の説明

　第４次基本計画及び個別計画について、事業評価や「各部の運営方針と目標」の設定、プロジェクト調整会議などによる庁
内横断的な取り組みにより、計画の積極的かつ着実な推進を図る。計画の推進にあたっては、まちづくり総合研究所やプロ
ジェクト・チームを通じて民学産公の取り組みを支援する。
  また、基本計画については、広報特集号の発行や計画冊子の電子データ化を図り、ホームページ等を活用した効果的な情
報発信を行う。

総務費

第４次基本計画等推進関係費

事業の目的・概要　　目的は対象(何を､誰を対象に)と意図(対象をどういう状態にしたいのか)を､概要は実施手法､手順等を記入

　平成23年度に多元的多層的な市民参加を得て策定した第４次基本計画について、最重点プロジェクトである「都市再
生」「コミュニティ創生」と緊急プロジェクトである「危機管理」の３つの重点施策をはじめ、計画の積極的かつ着実な推進を
図る。計画の推進にあたっては、広く市民へ周知を図り、民学産公による協働のまちづくりを推進する。

総務監理費 企画費

○

基本計画掲載 第8部　第2　１-

三鷹市基本構想

計画事業名

関連計画

　第４次基本計画及びこれと同時並行的に策定、改定した個別計画について、経営本部体制のもと、事業評価や「各部
の運営方針と目標」の設定、プロジェクト調整会議による庁内横断的な取り組みにより総合調整機能を発揮し、計画の積
極的かつ着実な推進を図る。計画の推進にあたっては、まちづくり総合研究所やプロジェクト・チームを通じて民学産公の
取り組みを支援する。
　また、基本計画については、広報特集号の発行や計画冊子の電子データ化を図りホームページ等を活用した効果的な
情報発信を行う。

始期 24 年度から 34 年度まで

評価対象
事業名 第４次三鷹市基本計画の協働による推進

企画部企画経営課

2112内線企画調整係

事業NO. 101 事業名 第４次三鷹市基本計画の協働による推進① ≪重点管理事業≫ 企画部

年度別明細 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度目標 Ｈ２４年度達成
活動指標
（事業・活
動の内容・
量）

・事業評価の実施、プロジェ
クト・チームの運用支援等
・第４次基本計画等の広報
特集号の発行、第４次基本
計画の電子データ化

・事業評価の実施、プロ
ジェクト・チームの運用支
援等
・第４次基本計画等の広
報特集号の発行、第４次
基本計画の電子データ化

まちづくり
指標（成果
指標）
①行政指標
②協働指標

①事業評価の実施、プロ
ジェクト・チームの運用支援
等
①第４次基本計画等の広報
特集号の発行、第４次基本
計画電子データ版の公表

①事業評価の実施、プロ
ジェクト・チームの運用支
援等
①第４次基本計画等の広
報特集号の発行、第４次
基本計画電子データ版の
公表

予算額(千円) 6,424   6,424   
決算額(千円) 6,140   
執行率(％) 95.6%

○広報特集号の発行

計画冊子の電子データ化 ○電子データ版の公表

事業評価の実施、プロジェクト・チームの運営支援等による計画の推進

○広報特集号の発行

計画冊子の電子データ化 ○基本計画の電子データ版の公表 ○個別計画等の電子データ版の公表

事業評価の実施、プロジェクト・チームの運営支援等による計画の推進

当初計画変更の内容・理由等（※進捗状況評価で記載した理由以外に詳細な説明がある場合に記載）

年間の実施スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 3月

当
初
計
画

9月 10月 11月 12月 1月 2月

結
　
果

　当初計画どおり実施

1

-

2

1

1

1

1

1 1

事
　
後
　
評
　
価

効率性・経済性に対する評価 1

  第４次基本計画及び各個別計画について、事業評価や「各部の運営方針と目標」の設定、プロジェクト調整会議によ
る庁内横断的な取り組み等を通じて、計画の積極的かつ着実な推進を図った。また、日本無線(株)三鷹製作所の廃止
や杏林大学三鷹新キャンパス計画など、三鷹のまちづくりにとって重要な課題について、庁内体制を整え対応を図っ
た。
　基本計画について、広報特集号の発行や計画冊子のデジタル化を図り効果的に情報を発信した。計画冊子のデジ
タル化により、利便性の向上を図りつつ紙の使用量を抑制し、第３次基本計画（第２次改定）の印刷製本費に比べ約
210万円経費を節減した。さらに、教育部と連携し、緊急雇用創出事業臨時特例補助事業を活用し22の個別計画等に
ついて電子書籍化し、先進的な取り組みとして報道機関に取り上げられ、注目を集めた。

総合評価（進捗状況、成果、効率性・経済の評価を踏まえて）及び次年度の実施方針

効率性（事業の効率的実施）・経済性（予算のコスト削減等）に対する評価

進捗状況評価（当初計画に対して） １当初計画通り(計画以上の進捗を含む）・２若干遅れた・３大きく遅れた

　重点的に取り組む課題とする。
　生産年齢人口の減少に焦点を当てた検証を行うこと。

主
管
課
評
価

審
査
会
評
価

（特記意見）緊急雇用創出事業臨時特例補助事業を活用し、財政負担の軽減に取り組んだことが評価できる。
進捗状況評価

１大(目標の指標等を達成）・２中・３小又はなし成果に対する評価（活動指標・まちづくり指標に対して）

成果に対する評価

１高(特別の成果あり）・２中・３低

今後の委託・協働等（民間・嘱託臨職・市民による一部実施を含む）の可能性について

改善提案に対する事業評価審査会の意見・評価(又は平成24年度の取り組みに対する意見)
評価 １ 妥当である・２ 改善の余地あり・３ 抜本的な見直し必要 （特記意見）

改善提案に対する政策会議の意見・評価(又は平成24年度の取り組みに対する意見)

コスト面

《事業の事後評価》

　

中
　
間
　
評
　
価

来年度は本年度よりコストが、１減少する・２維持・３増加する(比較できない場合は理由のみ記載）

（理由）　電子書籍版のデータ作成委託料について、平成24年度で実施のため、コストは減少する。

（理由）　次年度以降は、第４次三鷹市基本計画に記載されているまちづくり指標の達成状況により成果を評価する。

成果面 来年度は本年度より成果が、１増加・２維持・３減少する(比較できない場合は理由のみ記載）

（理由及び具体的内容）

１ある・２ない・３その他

《事業の中間評価》

中間評価時の課題と次年度の改善・改革方向

　第４次基本計画及び個別計画の推進にあたっては、経営本部規則に基づくプロジェクト・チーム等の取り組みを支援するな
ど総合調整を行い、順調な進捗をみている。各部課の取り組みについて、中間評価・政策会議において平成25年度予算計
上を支援する。各プロジェクト・チームの取り組みについても目標を達成するよう支援する。平成24年度の具体的な取り組み
である第４次基本計画確定に伴う市ホームページでの公表、広報特集号及び計画の電子書籍版の発行は、予定どおり実施
済みである。
　平成25年度については、プロジェクト・チーム等の取り組みを支援するなど総合調整による計画の推進を図る。また、第４
次基本計画の３年次目を迎えるにあたり、主要な取り組みの効果について検証する。

主管課中間評価（今年度で事業が終了する場合は記入不要）

事業NO. 101 事業名 第４次三鷹市基本計画の協働による推進② ≪重点管理事業≫ 企画部
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